
JP 2012-128253 A 2012.7.5

10

(57)【要約】
【課題】運転を継続したまま、ユーザが円滑に光源部の
交換を行うことができる投写型表示装置を提供する。
【解決手段】プロジェクタは、複数のランプユニット３
００を有する光源装置１０と、光源装置１０から出射さ
れた光を変調する液晶パネル１０２、１０３、１０４と
、本体キャビネット１と、本体キャビネット１に設けら
れ、各ランプユニット３００がそれぞれ出し入れされる
複数のランプ用開口３ａと、各ランプ用開口３ａをそれ
ぞれ覆う複数のランプ用カバー７と、前記ランプユニッ
ト３００の点灯制御を行う制御部５０１とを備える。制
御部５０１は、運転中にランプ用カバー７が開くと、開
いたランプ用カバー７に対応するランプユニット３００
以外の他のランプユニット３００による光の強さが低下
するように、他のランプユニット３００を制御する。
【選択図】図８
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の光源部を有し、これら光源部からの光が合成されて出射される光源装置と、
　前記光源装置から出射された光を変調する光変調部と、
　前記光源装置および前記光変調部が配される本体キャビネットと、
　前記本体キャビネットに設けられ、前記各光源部がそれぞれ出し入れされる複数の開口
部と、
　前記各開口部をそれぞれ覆う複数のカバーと、
　前記各光源部の点灯制御を行う光源制御部と、を備え、
　前記光源制御部は、運転中に前記カバーが開くと、開いたカバーに対応する光源部以外
の他の光源部による光の強さが低下するように、前記他の光源部を制御する、
ことを特徴とする投写型表示装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の投写型表示装置において、
　前記光源装置は、第１光源部と、前記第１光源部に対向する第２光源部とを含み、
　前記光源制御部は、前記第１光源部に対応するカバーが開くと、前記第２光源部を消灯
または減灯させる、
ことを特徴とする投写型表示装置。
【請求項３】
　請求項２に記載の投写型表示装置において、
　前記光源装置は、前記第１光源部に隣接する第３光源部と、前記第３光源部に対向する
第４光源部とを含み、
　前記光源制御部は、前記第１光源部に対応するカバーが開くと、前記第２光源部および
前記第４光源部を消灯または減灯させる、
ことを特徴とする投写型表示装置。
【請求項４】
　請求項１に記載の投写型表示装置において、
　前記光源装置は、色むらについて互いに相殺し合う特性を有する第１光源部および第２
光源部を含み、
　前記光源制御部は、前記第１光源部に対応するカバーが開くと、前記第２光源部を消灯
または減灯させる、
ことを特徴とする投写型表示装置。
【請求項５】
　請求項１に記載の投写型表示装置において、
　前記光源制御部は、開いたカバーに対応する光源部以外の他の全ての光源部を減灯させ
る、
ことを特徴とする投写型表示装置。
【請求項６】
　請求項１ないし５の何れか一項に記載の投写型表示装置において、
　前記各光源部をそれぞれ冷却する複数の冷却ファンと、
　前記各冷却ファンを制御するファン制御部と、をさらに備え、
　前記ファン制御部は、開いたカバーに対応する光源部を冷却する冷却ファンを停止させ
る、
ことを特徴とする投写型表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、光源からの光を変調して被投写面に投写する投写型表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
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　従来、液晶プロジェクタ等の投写型表示装置（以下、「プロジェクタ」という）では、
液晶パネルなどの光変調素子よって変調された光が、投写レンズによって被投写面に投写
される。光源には、たとえば、ランプが用いられる。ランプは、長く使用されると劣化す
る。よって、ランプが寿命を迎えると、新たなランプに交換する必要がある。
【０００３】
　かかるプロジェクタでは、高輝度化を図るために、複数のランプを備える構成、いわゆ
る多灯式の構成が採られ得る（特許文献１参照）。多灯式のプロジェクタでは、１つのラ
ンプが寿命や故障により点灯しなくなると、画像の明るさは低減してしまうが、残りのラ
ンプで運転を継続することができる。よって、多灯式のプロジェクタでは、運転を継続し
たまま、不灯状態となったランプを交換できるような構成が採られ得る。
【０００４】
　なお、プロジェクタ本体には、ランプを出し入れするためのランプ用開口が、ランプ毎
にそれぞれ設けられ得る。この場合、各ランプ用開口は、それぞれに対応するカバーによ
って覆われる。ユーザは、ランプを交換する際、カバーを開けてランプを取り出す。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００７－２９３０３３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　上記のように、ランプの交換時に運転が継続される場合には、ユーザが、交換するラン
プに対応するカバーを開けると、他のランプ側から漏れた光が、ランプ用開口を通じて放
出され得る。こうなると、放出された光の眩しさによって、ユーザが円滑にランプ交換を
行えない虞がある。
【０００７】
　本発明は、かかる課題に鑑みてなされたものであり、運転を継続したまま、ユーザが円
滑に光源部の交換を行うことができる投写型表示装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の投写型表示装置は、複数の光源部を有し、これら光源部からの光が合成されて
出射される光源装置と、前記光源装置から出射された光を変調する光変調部と、前記光源
装置および前記光変調部が配される本体キャビネットと、前記本体キャビネットに設けら
れ、前記各光源部がそれぞれ出し入れされる複数の開口部と、前記各開口部をそれぞれ覆
う複数のカバーと、前記各光源部の点灯制御を行う光源制御部とを備える。ここで、前記
光源制御部は、運転中に前記カバーが開くと、開いたカバーに対応する光源部以外の他の
光源部による光の強さが低下するように、前記他の光源部を制御する。
【０００９】
　なお、投写型表示装置には、前記カバーが開いたことを検出するための検出部が備えら
れ得る。
【００１０】
　本発明の投写型表示装置によれば、カバーが開かれた際に、開口部から放出される光を
抑制できる。
【００１１】
　本発明の投写型表示装置において、前記光源装置は、第１光源部と、前記第１光源部に
対向する第２光源部とを含むよう構成され得る。この場合、前記光源制御部は、前記第１
光源部に対応するカバーが開くと、前記第２光源部を消灯または減灯させる。
【００１２】
　このような構成とすれば、開放したカバーに対応する光源部側へ光が最も漏れやすい光
源部が消灯または減灯されるので、開口部から放出される光を効果的に抑制できる。
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【００１３】
　このような構成とした場合、前記光源装置は、前記第１光源部に隣接する第３光源部と
、前記第３光源部に対向する第４光源部とを含むような構成とされ得る。この場合、前記
光源制御部は、前記第１光源部に対応するカバーが開くと、前記第２光源部および前記第
４光源部を消灯または減灯させる。
【００１４】
　このような構成とすれば、開いたカバーに対応する光源部側へ光が漏れやすい２つの光
源部が消灯または減灯されるので、開口部から放出される光をより良く抑制できる。
【００１５】
　本発明の投写型表示装置において、前記光源装置は、色むらについて互いに相殺し合う
特性を有する第１光源部および第２光源部を含むよう構成され得る。この場合、前記光源
制御部は、前記第１光源部に対応するカバーが開くと、前記第２光源部を消灯または減灯
させる。
【００１６】
　このような構成とすれば、投写される画像の色むらの発生を抑えつつ、開口部から放出
される光を抑制できる。
【００１７】
　本発明の投写型表示装置において、前記光源制御部は、開いたカバーに対応する光源部
以外の他の全ての光源部を減灯させるよう構成され得る。
【００１８】
　本発明の投写型表示装置は、前記各光源部をそれぞれ冷却する複数の冷却ファンと、前
記各冷却ファンを制御するファン制御部とを、さらに備えるよう構成され得る。この場合
、前記ファン制御部は、開いたカバーに対応する光源部を冷却する冷却ファンを停止させ
る。
【００１９】
　このような構成とすれば、開口部から冷却風が放出され、ユーザが冷却風に触れて不快
感を覚えるのを抑制できる。
【発明の効果】
【００２０】
　以上のとおり、本発明によれば、運転を継続したまま、ユーザが円滑に光源部の交換を
行うことができる投写型表示装置を提供することができる。
【００２１】
　本発明の効果ないし意義は、以下に示す実施の形態の説明により更に明らかとなろう。
ただし、以下の実施の形態は、あくまでも、本発明を実施化する際の一つの例示であって
、本発明は、以下の実施の形態に記載されたものに何ら制限されるものではない。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】実施の形態に係るプロジェクタの外観構成を示す図である。
【図２】実施の形態に係るプロジェクタの内部構造を示す図である。
【図３】実施の形態に係る光学系の構成を示す図である。
【図４】実施の形態に係る光源装置の構成を示す図である。
【図５】実施の形態に係る光源装置の構成を示す図である。
【図６】実施の形態に係るランプユニットの構成を示す図である。
【図７】実施の形態に係るランプ用カバーの開閉を検出するための構成を示す図である。
【図８】実施の形態に係るプロジェクタの制御系の構成を示すブロック図である。
【図９】実施の形態に係る運転中にランプ交換が行われた場合のランプ制御処理について
説明するための図である。
【図１０】変更例１に係るプロジェクタについて説明するための図である。
【図１１】変更例２に係るプロジェクタについて説明するための図である。
【図１２】変更例３に係るプロジェクタについて説明するための図である。
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【図１３】変更例４に係るプロジェクタについて説明するための図である。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　以下、図面を参照して、実施の形態に係るプロジェクタについて説明する。
【００２４】
　＜プロジェクタの全体構成＞
　図１は、プロジェクタの外観構成を示す図である。本実施の形態に係るプロジェクタは
、４つのランプユニットを備えており、いわゆる、４灯タイプの大型のプロジェクタであ
る。
【００２５】
　図１を参照して、プロジェクタは、略直方体形状を有する本体キャビネット１を備えて
いる。本体キャビネット１は、下キャビネット２と、下キャビネット２に上方から被せら
れる上キャビネット３とで構成されている。
【００２６】
　上キャビネット３の前面中央部には投写窓４が形成されており、投写レンズ５の前面が
投写窓４を通じて外部に露出している。
【００２７】
　また、上キャビネット３には、前面から上面にかけて、メイン開口を覆うメインカバー
６が設けられている。メイン開口は、投写レンズ５やプリズムユニットの交換、偏光板等
の調整を行うために設けられている。上キャビネット３の上面後部には、４つのランプ用
開口をそれぞれ覆う４つのランプ用カバー７が設けられている。ランプ用開口は、ランプ
ユニットの交換を行うために設けられている。
【００２８】
　さらに、上キャビネット３の右側面には、入出力端子部８が設けられている。入出力端
子部８には各種ＡＶ端子が配されており、ＡＶ端子を通じてＡＶ（Audio Visual）信号が
入力される。
【００２９】
　下キャビネット２の左右の側面には、それぞれ、取手９が２つずつ設けられている。取
手９は、プロジェクタを持ち運ぶ際に用いられる。
【００３０】
　図２は、プロジェクタの内部構造を示す図であり、上キャビネット３が外された状態を
示す。
【００３１】
　図２を参照して、下キャビネット２の内部には、光源装置１０と、光源装置１０から出
射された光を変調して映像光を生成する光学系１１とが配されている。
【００３２】
　光源装置１０は、下キャビネット２の後部に配されている。光学系１１は、光源装置１
０の前方に配されている。光学系１１は、下キャビネット２に配され、プリズムユニット
１２が、上方から着脱ができるように、光学系１１に配されている。なお、光源装置１０
および光学系１１の詳細な構成については追って説明する。
【００３３】
　光学系１１の前方には、投写レンズ５が配されている。投写レンズ５は、光学系１１に
より生成された映像光を拡大し、スクリーン等の被投写面に投写する。
【００３４】
　光学系１１の左側には、第１ランプ電源ユニット１３が配されており、光源装置１０の
右側には、第２ランプ電源ユニット１４が配されている。第１ランプ電源ユニット１３は
、左側の前後２つのランプユニットに対してそれぞれ電力を供給する２つのランプ電源部
を含む。第２ランプ電源ユニット１４は、右側の前後２つのランプユニットに対してそれ
ぞれ電力を供給する２つのランプ電源部を含む。また、第２ランプ電源ユニット１４の前
方には、メイン電源ユニット１５が配されている。メイン電源ユニット１５は、光学系１
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１を構成する電装部品（液晶パネル等）、制御基板１６等に電力を供給する。
【００３５】
　光学系１１の上方には、制御基板１６が配される。制御基板１６には、液晶パネル、ラ
ンプユニット等の電装部品を制御するための制御回路が備えられている。なお、図２では
、光学系１１が見えるよう、制御基板１６が破線にて示されている。
【００３６】
　＜光学系の構成＞
　図３は光学系１１の構成を示す図である。
【００３７】
　図３に示すように、光学系１１は、導光光学系１０１、３つの透過型の液晶パネル１０
２、１０３、１０４と、ダイクロイックプリズム１０５とを備えている。なお、液晶パネ
ル１０２、１０３、１０４の入射側と出射側には図示しない偏光板が配されている。
【００３８】
　光源装置１０から出射された白色光は、導光光学系１０１に入射する。導光光学系１０
１は、フライアイインテグレータ、ＰＢＳアレイ、コンデンサレンズ、ダイクロイックミ
ラー、平面ミラー、リレーレンズ等を備える。導光光学系１０１に入射した白色光は、赤
色波長帯の光（以下、「Ｒ光」という）と、緑色波長帯の光（以下、「Ｇ光」という）と
、青色波長帯の光（以下、「Ｂ光」という）に分離され、液晶パネル１０２、１０３、１
０４に照射される。これら液晶パネル１０２、１０３、１０４によって変調されたＲ光、
Ｇ光、Ｂ光は、ダイクロイックプリズム１０５によって色合成され、映像光として出射さ
れる。なお、液晶パネル１０２、１０３、１０４、ダイクロイックプリズム１０５は、一
体化され、プリズムユニット１２を構成する。
【００３９】
　なお、光学系１１を構成する光変調素子としては、上記透過型の液晶パネル１０２、１
０３、１０４の他、反射型の液晶パネルや、ＭＥＭＳデバイスを用いることもできる。ま
た、上記のように３つの光変調素子を備えた３板式の光学系ではなく、たとえば、１つの
光変調素子とカラーホイールを用いた単板式の光学系とされても良い。
【００４０】
　＜光源装置の構成＞
　図４および図５は、光源装置１０の構成を示す図である。図４は、ランプ装着ユニット
２００から、２つのランプユニット３００が取り外された状態を示す斜視図である。図５
は、ミラーカバー２５０が取り外された状態を示す斜視図である。
【００４１】
　図４および図５を参照して、光源装置１０は、下キャビネット２に固定されたランプ装
着ユニット２００と、ランプ装着ユニット２００に装着される４つのランプユニット３０
０により構成されている。
【００４２】
　ランプ装着ユニット２００は、ハウジング２１０と、２つのミラー部材２２０と、４つ
の第１ＵＶカット部材２３０と、第２ＵＶカット部材２４０と、ミラーカバー２５０とを
備えている。
【００４３】
　ハウジング２１０は、樹脂材料により形成されており、中央に配された２つのミラー配
置部２１１と、ミラー配置部２１１の両側に形成された４つのランプ収容部２１２とを備
えている。前側のミラー配置部２１１の底面は、後側のミラー配置部２１１の底面より低
くされている。また、前側の左右２つのランプ収容部２１２の底面は、後側の左右２つの
ランプ収容部２１２の底面よりも低くされている。ミラー配置部２１１には、ミラー部材
２２０が配置され、ランプ収容部２１２には、ランプユニット３００が装着される。
【００４４】
　ミラー部材２２０は、Ｖ字状に形成されたベース部材２２１の前面に、Ｖ字状に形成さ
れた平面ミラー２２２が取り付けられたものである。ミラー部材２２０は、ランプユニッ
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ト３００から出射された光を反射して前方へ導く。
【００４５】
　第１ＵＶカット部材２３０は、紫外線の通過を阻止するＵＶカットガラス２３１を備え
ている。各第１ＵＶカット部材２３０は、各ランプ収容部２１２と、それに対応するミラ
ー配置部２１１との間に配される。
【００４６】
　第２ＵＶカット部材２４０は、紫外線の通過を阻止するＵＶカットガラスであり、前側
のミラー配置部２１１の前方に配置される。第２ＵＶカット部材２４０の高さは、後側の
ミラー部材２２０により反射されて前方に向かう光の光路より高くなるように設定されて
いる。
【００４７】
　ミラーカバー２５０は、ミラー配置部２１１の上方を覆う。ミラーカバー２５０の前側
には、第１ＵＶカット部材２３０の上端まで延びる側面部２５１が左右に形成されている
。各側面部２５１には、ランプ収容部２１２内にランプユニット３００が装着されたとき
に、ランプユニット３００のフランジ部３２６ａを受ける受け部２５２が形成されている
。受け部２５２からは、ガイドリブ２５３が上方に延びており、さらに、位置決めピン２
５４が突出している。ミラーカバー２５０には、後部の左右にも同様に受け部２５５が形
成されており、受け部２５５から上方に延びるガイド板２５６にガイドリブ２５７が形成
されている。また、受け部２５５には、位置決めピン２５８が形成されている。
【００４８】
　ミラーカバー２５０の上面には、サブ基板１７が取り付けられる。サブ基板１７には、
ランプ用カバー７の開閉を検出するための検出スイッチ４０１が設けられている。検出ス
イッチ４０１には、たとえば、マイクロスイッチが用いられる。検出スイッチ４０１は、
各ランプ用カバー７に対応して設けられている。
【００４９】
　図６は、ランプユニット３００の構成を示す図である。図６（ａ）は、ランプユニット
３００を前斜め方向から見た斜視図である。図６（ｂ）は、ランプユニット３００を後斜
め方向から見た斜視図である。
【００５０】
　図６を参照して、ランプユニット３００は、ランプ３１０と、ランプ３１０を保持する
ランプホルダ３２０により構成されている。ランプ３１０は、白色の光を発する発光管３
１１と、発光管３１１から発せられた白色光を反射するリフレクター３１２を備えている
。ランプ３１０には、たとえば、超高圧水銀ランプ、キセノンランプ等が用いられる。
【００５１】
　ランプホルダ３２０は、樹脂材料により形成されており、ホルダ本体３２１と底板３２
２とを備えている。ホルダ本体３２１の前面には、ランプ３１０からの光が出射される出
射窓３２３が形成されている。出射窓３２３には、耐熱性のガラス板３２４が嵌め込まれ
ている。ホルダ本体３２１は底面が開口しており、下方からランプ３１０が装着される。
ホルダ本体３２１の底面の前半分に底板３２２が取り付けられ、底板３２２によってラン
プ３１０の底部が支えられる。
【００５２】
　ホルダ本体３２１の上面には取手３２５が設けられている。取手３２５は、ランプユニ
ット３００を持ち運ぶ際やランプ装着ユニット２００に対して着脱する際に用いられる。
取手３２５の前方には、ランプ固定部３２６が設けられている。ランプ固定部３２６は、
その上端に形成されたフランジ部３２６ａを含む。フランジ部３２６ａには、ガイド溝３
２６ｂ、位置決め孔３２６ｃおよびネジ孔部３２６ｄが形成されている。ネジ孔部３２６
ｄにはネジ３４０が挿入される。
【００５３】
　図４に示すように、ランプユニット３００は、正面側（出射窓３２３側）がミラー配置
部２１１に向く状態で、ランプ収容部２１２内に挿入される。この際、フランジ部３２６
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ａのガイド溝３２６ｂが、ミラーカバー２５０のガイドリブ２５３（２５７）に沿わされ
る。
【００５４】
　ランプユニット３００が、ランプ収容部２１２内に完全に装着されると、ランプユニッ
ト３００のフランジ部３２６ａがミラーカバー２５０の受け部２５２（２５５）に当接し
、位置決めピン２５４（２５８）がフランジ部３２６ａの位置決め孔３２６ｃに嵌り込む
。ネジ孔部３２６ｄに挿入されたネジ３４０により、フランジ部３２６ａが受け部２５２
（２５５）に固定される（図４参照）。これにより、ランプユニット３００がランプ装着
ユニット２００に固定される。
【００５５】
　ランプ装着ユニット２００に４つのランプユニット３００が組み込まれた状態において
、プロジェクタの運転が行われると、各ランプユニット３００から光が出射される。図５
に示すように、各ランプユニット３００から出射された光は、対応する第１ＵＶカット部
材２３０を通過し、その際に紫外線が除去される。そして、各第１ＵＶカット部材２３０
を通過した光は、各ランプユニット３００に対応するミラー部材２２０により反射されて
一つの光に合成され、前方へ向かう。このとき、前方の２つのランプユニット３００は、
後方の２つのランプユニット３００より低い位置に配されている。このため、後方のラン
プユニット３００からの光が前方のランプユニット３００に遮られることはない。合成さ
れた光は、第２ＵＶカット部材２４０を通過し、さらに紫外線が除去される。このように
して、４つのランプユニット３００からの光が合成されことにより、光源装置１０からは
高輝度な光が出射される。
【００５６】
　＜ランプ用カバーの開閉を検出するための構成＞
　図７は、ランプ用カバー７の開閉を検出するための構成を示す図であり、上キャビネッ
ト３をランプ用カバー７の位置で左右に切断した要部の断面図である。図７（ａ）は、左
右２つのランプ用カバー７が閉じた状態を示し、図７（ｂ）は１つのランプ用カバー７が
開いた状態を示す。なお、図７では、前方または後方の左右２つのランプ用カバー７のう
ち、一方の左右２つのランプ用カバー７の部位を示しているが、他方の左右２つのランプ
用カバー７の部位についても同様な構造である。
【００５７】
　図７を参照して、左右のランプ用カバー７の回転軸Ｐは、ともにランプ用開口３ａのミ
ラー配置部２１１側の縁部に沿うよう前後方向に設定されている。ランプ用カバー７は、
回転軸Ｐを中心にして回動し、ランプ用開口３ａを開閉する。
【００５８】
　ランプ用カバー７には、回転軸Ｐ側の端部にレバー７ａが形成されている。レバー７ａ
には、突部７ｂが形成されている。上キャビネット３の裏面には、金属製の押圧バネ４０
３が取り付けられており、押圧バネ４０３の先端部が、サブ基板１７に配された検出スイ
ッチ４０１の前方に位置している。
【００５９】
　図７（ａ）に示すように、ランプ用カバー７が閉じられると、レバー７ａの突部７ｂに
押されて、押圧バネ４０３の先端部が、検出スイッチ４０１側に変形して検出スイッチ４
０１のボタン部４０２を押す。これにより、検出スイッチ４０１が閉じられ、制御基板１
６に配された制御部にランプ用カバー７が閉じられていること示す信号が入力される。
【００６０】
　一方、図７（ｂ）に示すように、ランプ用カバー７が開けられると、レバー７ａの突部
７ｂが押圧バネ４０３の先端部から離れることにより、押圧バネ４０３が検出スイッチ４
０１のボタン部４０２から離れる。これにより、検出スイッチ４０１が開かれ、制御部に
ランプ用カバー７が開けられていること示す信号が入力される。
【００６１】
　＜プロジェクタの制御系の構成＞
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　図８は、プロジェクタの制御系の構成を示すブロック図である。
【００６２】
　プロジェクタは、制御部５０１と、記憶部５０２と、キー入力部５０３と、映像信号入
力部５０４と、映像信号処理部５０５と、パネル駆動部５０６とを、制御基板１６に備え
ている。また、プロジェクタは、各ランプユニット３００に対応する４つのランプ電源部
６００を備えている。ランプ電源部６００は、上述のように、第１ランプ電源ユニット１
３と第２ランプ電源ユニット１４に分かれて配されている。
【００６３】
　さらに、プロジェクタは、各ランプユニット３００に対応する４つの冷却ファン１８お
よび４つのファン駆動部７００を備えている。各冷却ファン１８は、対応するランプユニ
ット３００の下方に位置するように、ランプ装着ユニット２００の底部に取り付けられて
いる。冷却ファン１８からは、上方のランプユニット３００へ冷却風が吹き付けられる。
【００６４】
　なお、以下、説明の便宜上、ランプユニット３００を個別に特定する場合には、図５に
示された左前方のランプユニット３００を、ＬＦランプユニット３００ａと称する。同様
に、右前方、左後方および右後方のランプユニット３００を、それぞれ、ＲＦランプユニ
ット３００ｂ、ＬＢランプユニット３００ｃ、ＲＢランプユニット３００ｄと称する。ま
た、ＬＦランプユニット３００ａ、ＲＦランプユニット３００ｂ、ＬＢランプユニット３
００ｃ、ＲＢランプユニット３００ｄにそれぞれ対応する検出スイッチ４０１を、ＬＦス
イッチ４０１ａ、ＲＦスイッチ４０１ｂ、ＬＢスイッチ４０１ｃ、ＲＢスイッチ４０１ｄ
と称する。さらに、ＬＦランプユニット３００ａ、ＲＦランプユニット３００ｂ、ＬＢラ
ンプユニット３００ｃ、ＲＢランプユニット３００ｄにそれぞれ対応するランプ電源部６
００を、ＬＦランプ電源部６００ａ、ＲＦランプ電源部６００ｂ、ＬＢランプ電源部６０
０ｃ、ＲＢランプ電源部６００ｄと称する。また、ＬＦランプユニット３００ａ、ＲＦラ
ンプユニット３００ｂ、ＬＢランプユニット３００ｃ、ＲＢランプユニット３００ｄにそ
れぞれ対応する冷却ファン１８を、ＬＦ冷却ファン１８ａ、ＲＦ冷却ファン１８ｂ、ＬＢ
冷却ファン１８ｃ、ＲＢ冷却ファン１８ｄと称する。さらに、ＬＦ冷却ファン１８ａ、Ｒ
Ｆ冷却ファン１８ｂ、ＬＢ冷却ファン１８ｃ、ＲＢ冷却ファン１８ｄに対応するファン駆
動部７００をＬＦファン駆動部７００ａ、ＲＦファン駆動部７００ｂ、ＬＢファン駆動部
７００ｃ、ＲＢファン駆動部７００ｄと称する。図８には、ランプユニット３００、検出
スイッチ４０１、ランプ電源部６００、冷却ファン１８およびファン駆動部７００を個別
に特定する名称および符号が記載されている。
【００６５】
　キー入力部５０３は、操作部（図示せず）のキー操作に応じた入力信号を制御部５０１
に出力する。
【００６６】
　映像信号入力部５０４には、入出力端子部８のＡＶ端子から映像信号が入力される。映
像信号入力部５０４は、入力された映像信号に、必要に応じてＡ／Ｄ変換等の処理を施し
、映像信号処理部５０５へ出力する。
【００６７】
　映像信号処理部５０５は、映像信号入力部５０４から入力された映像信号を液晶パネル
１０２、１０３、１０４で表示できるＲＧＢの映像信号に変換してパネル駆動部５０６に
出力する。
【００６８】
　パネル駆動部５０６は、入力された映像信号および制御部５０１からの制御信号に従っ
て液晶パネル１０２、１０３、１０４を駆動する。
【００６９】
　ランプ電源部６００（ＬＦランプ電源部６００ａ、ＲＦランプ電源部６００ｂ、ＬＢラ
ンプ電源部６００ｃ、ＲＢランプ電源部６００ｄ）は、リレー、力率改善回路、ランプバ
ラスト等を含む。ランプ電源部６００は、制御部５０１からの制御信号に従って、商用電
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源から供給された交流の電圧信号からランプユニット３００を駆動するための電圧信号を
生成し、生成した電圧信号よりランプユニット３００（ＬＦランプユニット３００ａ、Ｒ
Ｆランプユニット３００ｂ、ＬＢランプユニット３００ｃ、ＲＢランプユニット３００ｄ
）を駆動する。
【００７０】
　ファン駆動部７００（ＬＦファン駆動部７００ａ、ＲＦファン駆動部７００ｂ、ＬＢフ
ァン駆動部７００ｃ、ＲＢファン駆動部７００ｄ）は、制御部５０１からの制御信号に従
って、冷却ファン１８（ＬＦ冷却ファン１８ａ、ＲＦ冷却ファン１８ｂ、ＬＢ冷却ファン
１８ｃ、ＲＢ冷却ファン１８ｄ）を駆動する。
【００７１】
　記憶部５０２は、ＲＡＭ、ＲＯＭ等で構成されている。記憶部５０２には、制御部５０
１に制御機能を付与するための制御プログラムが記憶されている。制御部５０１は、ＣＰ
Ｕを備え、かかる制御プログラムに従って各部を制御する。
【００７２】
　本実施の形態では、寿命や故障などにより、ランプ電源部６００から通電が行われてい
るにも関わらず、ランプユニット３００が点灯しなくなると、ランプ電源部６００からラ
ンプユニット３００が不灯状態となったことを知らせる信号が制御部５０１へ入力される
ような構成とされている。制御部５０１は、運転中に、ランプユニット３００が不灯状態
になると、そのランプユニット３００への通電を停止させ、他のランプユニット３００に
ついては通電を継続させる。これにより、運転が継続される。プロジェクタからは、ラン
プ交換を促す所定の報知がなされる。ユーザは、新しいランプユニット３００が手元にあ
れば、運転中に、不灯状態となったランプユニット３００を新しいランプユニット３００
に交換する。
【００７３】
　制御部５０１は、運転を継続しつつ、円滑なランプ交換をユーザに行わせるためのラン
プ制御処理を実行する。
【００７４】
　＜ランプ制御処理＞
　図９は、運転中にランプ交換が行われた場合のランプ制御処理について説明するための
図である。図９（ａ）は、ランプ制御処理の処理手順を示す図であり、図９（ｂ）は、ラ
ンプ制御処理が行われたときの各ランプユニット３００の状態遷移の一例を示す図である
。なお、図９（ｂ）には、光源装置１０が模式的に描かれている。
【００７５】
　図９を参照して、制御部５０１は、運転中、検出スイッチ４０１の開閉を検出すること
により、何れかのランプ用カバー７が開いたか否かを監視する（Ｓ１０１）。このとき、
１つのランプユニット３００が不灯状態となっている場合には、制御部５０１は、残る３
つのランプユニット３００を点灯させている。また、冷却ファン１８については、不灯状
態となったランプユニット３００についても冷却を継続するため、制御部５０１は、４つ
の冷却ファン１８を全て動作させている。
【００７６】
　ランプ交換の際には、ユーザは、交換されるランプユニット３００に対応するランプ用
カバー７を開く。このとき、交換されるランプユニット３００が装着されたランプ収容部
２１２内には、他のランプユニット３００から出射されてミラー部材２２０により反射さ
れなかった光、いわゆる漏れ光が入射する。特に、交換されるランプユニット３００と対
向するランプユニット３００と、対向するランプユニット３００の隣のランプユニット３
００からは、交換されるランプユニット３００側に向けて光が出射される。このため、こ
れらランプユニット３００からの漏れ光が、交換されるランプユニット３００のランプ収
容部２１２内に入射しやすい。よって、ランプ用カバー７が開いたときに、ランプ用開口
３ａから光が放出されやすい。
【００７７】
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　制御部５０１は、あるランプ用カバー７が開いたと判定すると（Ｓ１０１：ＹＥＳ）、
開いたランプ用カバー７に対応するランプユニット３００（以下、「対応するランプユニ
ット３００」と略する）に対向するランプユニット３００と、対向するランプユニット３
００の隣に配されたランプユニット３００を消灯する（Ｓ１０２）。これにより、対応す
るランプユニット３００の隣に配されたランプユニット３００のみが点灯した状態となる
。
【００７８】
　たとえば、図９（ｂ）に示すように、右後方のＲＢランプユニット３００ｄが不灯状態
となっている場合に、右後方のランプ用カバー７が開けられると、左後方のＬＢランプユ
ニット３００ｃと、左前方のＬＦランプユニット３００ａが消灯され、右前方のＲＦラン
プユニット３００ｂのみが点灯されたままとなる。
【００７９】
　このように、ランプ用カバー７が開いたときに、対応するランプユニット３００へ漏れ
光が向かいやすい２つのランプユニット３００が消灯されるので、開放されたランプ用開
口３ａからの光の放出が大幅に抑えられる。
【００８０】
　さらに、制御部５０１は、対応するランプユニット３００を冷却する冷却ファン１８を
停止させる（Ｓ１０３）。図９（ｂ）の例では、ＲＢランプユニット３００ｄを冷却する
ＲＢ冷却ファン１８ｄが停止する。これにより、開放されたランプ用開口３ａからの冷却
風の流出が抑えられる。
【００８１】
　こうして、ランプユニット３００の交換中は、そのランプユニット３００の隣のランプ
ユニット３００から出射された光のみにより、プロジェクタの運転、即ち画像の投写が継
続される。
【００８２】
　なお、新しいランプユニット３００がランプ収容部２１２内に装着され、ランプ用カバ
ー７が閉じられると、制御部５０１は、４つのランプユニット３００を点灯するとともに
、４つの冷却ファン１８を動作させる。
【００８３】
　＜本実施の形態の効果＞
　以上、本実施の形態によれば、開いたランプ用カバー７に対応するランプユニット３０
０以外の他のランプユニット３００から出射される光が弱なるよう、他のランプユニット
３００が制御されるので、開放されたランプ用開口３ａからの光の放出が抑えられる。よ
って、ユーザは、放出された光に邪魔されず、円滑にランプユニット３００の交換作業を
行うことができる。
【００８４】
　特に、本実施の形態では、対応するランプユニット３００側に光が向かいやすい２つの
ランプユニット３００が消灯される。よって、開放されたランプ用開口３ａからの光の放
出が大幅に抑えられる。
【００８５】
　また、本実施の形態によれば、ランプ用カバー７が開いたときに、開放されたランプ用
開口３ａからの冷却風の流出が抑えられる。よって、冷却風がユーザに当たってユーザが
不快感を覚えるのを防止できる。
【００８６】
　＜変更例１＞
　図１０は、変更例１に係るプロジェクタについて説明するための図である。図１０（ａ
）は、ランプ制御処理の処理手順を示す図であり、図１０（ｂ）は、ランプ制御処理が行
われたときの各ランプユニット３００の状態遷移の一例を示す図である。
【００８７】
　本変更例では、制御部５０１は、あるランプ用カバー７が開いたと判定すると（１０１
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：ＹＥＳ）、対応するランプユニット３００に対向するランプユニット３００のみを消灯
する（Ｓ１０４）。たとえば、図１０（ｂ）に示すように、右後方のＲＢランプユニット
３００ｄに対応するランプ用カバー７が開くと、左後方のＬＢランプユニット３００ｃが
消灯する。
【００８８】
　ランプ収容部２１２内には、対向するランプユニット３００からの漏れ光が最も入射し
やすい。よって、本変更例のように、対向するランプユニット３００を消灯する構成とす
れば、上記実施の形態に比べて、開放したランプ用開口３ａからの光の放出は若干多くな
ってしまうものの、光の放出を効果的に抑えつつ、光源装置１０から出射される光の輝度
を極力を高めることができる。
【００８９】
　＜変更例２＞
　図１１は、変更例２に係るプロジェクタについて説明するための図である。図１１（ａ
）は、ランプ制御処理の処理手順を示す図であり、図１１（ｂ）は、ランプ制御処理が行
われたときの各ランプユニット３００の状態遷移の一例を示す図である。
【００９０】
　本変更例では、制御部５０１は、あるランプ用カバー７が開いたと判定すると（Ｓ１０
１：ＹＥＳ）、対応するランプユニット３００に対向するランプユニット３００の隣のラ
ンプユニット３００のみを消灯する（Ｓ１０５）。たとえば、図１１（ｂ）に示すように
、右後方のＲＢランプユニット３００ｄに対応するランプ用カバー７が開くと、左前方の
ＬＦランプユニット３００ａが消灯する。
【００９１】
　上述のように、光学系１１は、ダイクロイックミラーおよび液晶パネル１０２、１０３
、１０４を含む。右側のＬＦランプユニット３００ａおよびＬＢランプユニット３００ｃ
からの光と、左側のＲＦランプユニット３００ｂおよびＲＢランプユニット３００ｄから
の光とでは、ダイクロイックミラーへ入射する角度が異なる。これにより、ランプユニッ
ト３００ａ、３００ｃからの光がダイクロイックミラーを通過したときの色成分と、ラン
プユニット３００ｂ、３００ｄからの光がダイクロイックミラーを通過したときの色成分
との間には、違いが生じる。また、１つのランプユニット３００からの光が液晶パネル１
０２、１０３、１０４に入射する角度は、液晶パネル毎に異なる。これらのことが要因と
なり、１つのランプユニット３００のみ点灯した場合には、投写される画像に色むらが生
じる。一方、４つランプユニット３００を点灯することで、各ランプユニット３００から
の光の特性が相殺され合い、色むらが打ち消される。また、上方から見て対角の位置関係
にあるＬＦランプユニット３００ａとＲＢランプユニット３００ｄは、画像に表われる色
むらの状態が左右反転した状態にあり、色むらについて互いに相殺し合う特性を有する。
同様に、ＲＦランプユニット３００ｂとＬＢランプユニット３００ｃとは、色むらについ
て互いに相殺し合う特性を有する。なお、このような点については、特許第３５９４５４
３号公報に詳述されている。
【００９２】
　本変更例では、対応するランプユニット３００に対向するランプユニット３００の隣の
ランプユニット３００、即ち、対応するランプユニット３００と対角の位置にあり、対応
するランプユニット３００と色むらについて相殺し合う特性を有するランプユニット３０
０が消灯される。そして、色むらについて互いに相殺し合う特性を有する２つのランプユ
ニット３００が点灯された状態となる。
【００９３】
　よって、本変更例の構成では、上記実施の形態に比べて、開放したランプ用開口３ａか
らの光の放出は若干多くなってしまうものの、光の放出を抑えつつ、投写される画像の色
むらの発生を抑えることができる。
【００９４】
　変更例１および変更例２の構成は、たとえば、ミラー配置部２１１内での遮蔽性が高く



(13) JP 2012-128253 A 2012.7.5

10

20

30

40

50

、ランプ収容部２１２へ他のランプユニット３００から漏れてくる光が少ないような場合
に、特に有用となり得る。
【００９５】
　＜変更例３＞
　図１２は、変更例３に係るプロジェクタについて説明するための図である。図１２（ａ
）は、ランプ制御処理の処理手順を示す図であり、図１２（ｂ）は、ランプ制御処理が行
われたときの各ランプユニット３００の状態遷移の一例を示す図である。
【００９６】
　本変更例では、制御部５０１は、あるランプ用カバー７が開いたと判定すると（Ｓ１０
１：ＹＥＳ）、対応するランプユニット３００に対向するランプユニット３００と、対向
するランプユニット３００の隣に配されたランプユニット３００を減灯させる（Ｓ１０６
）。即ち、これら２つのランプユニット３００の出力を低下させる。たとえば、図１２（
ｂ）に示すように、右後方のＲＢランプユニット３００ｄに対応するランプ用カバー７が
開くと、左後方のＬＢランプユニット３００ｃと左前方のＬＦランプユニット３００ａが
減灯する。
【００９７】
　本変更例の構成とすれば、上記実施の形態に比べて、開放したランプ用開口３ａからの
光の放出は多くなってしまうものの、光源装置１０から出射される光の輝度を高めること
ができる。
【００９８】
　なお、減灯される２つのランプユニット３００の減灯度合（減灯後の輝度）は、等しく
ても良いし、異なっていても良い。減灯度合を異ならせる場合には、対応するランプユニ
ット３００側への光の漏れ多い、対応するランプユニット３００に対向するランプユニッ
ト３００の減灯度合を大きくすることが望ましい。
【００９９】
　＜変更例４＞
　図１３は、変更例４に係るプロジェクタについて説明するための図である。図１３（ａ
）は、ランプ制御処理の処理手順を示す図であり、図１３（ｂ）は、ランプ制御処理が行
われたときの各ランプユニット３００の状態遷移の一例を示す図である。
【０１００】
　本変更例では、制御部５０１は、あるランプ用カバー７が開いたと判定すると（Ｓ１０
１：ＹＥＳ）、対応するランプユニット３００以外の他の全てのランプユニット３００を
減灯させる（Ｓ１０７）。たとえば、図１３（ｂ）に示すように、右後方のＲＢランプユ
ニット３００ｄに対応するランプ用カバー７が開くと、左後方のＬＢランプユニット３０
０ｃ、左前方のＬＦランプユニット３００ａおよび右前方のＲＦランプユニット３００ｂ
が減灯する。
【０１０１】
　本変更例の構成とすれば、変更例３の構成に比べて、光源装置１０から出射される光の
輝度は低くなるが、開放したランプ用開口３ａからの光の放出を少なくできる。さらに、
対応するランプユニット３００と対向するランプユニット３００と、対応するランプユニ
ット３００の隣のランプユニット３００との間では、色むらについての相殺特性が良くな
る。このため、変更例３の構成に比べて、投写される画像の色むらの発生を抑えることが
できる。
【０１０２】
　なお、色むらについて互いに相殺し合う特性を有する２つのランプユニット３００につ
いては、減灯度合（減灯後の輝度）が等しくされる。これら２つのランプユニット３００
と他の１つのランプユニット３００の減度合は、等しくても良いし、異なっていても良い
。
【０１０３】
　＜その他＞
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　以上、本実施の形態について説明したが、本発明は上記実施の形態に何ら制限されるも
のではなく、また、本発明の実施形態も、上記実施の形態に以外に、種々の変更が可能で
ある。
【０１０４】
　たとえば、２個以上のランプユニット３００が不灯状態となった場合に、ランプユニッ
ト３００が１つずつ交換されるように、１つのランプ用カバー７が開くと他のランプ用カ
バー７を開かなくする機構部が上キャビネット３に設けられても良い。
【０１０５】
　また、上記実施の形態では、開いたランプ用カバー７に対応するランプユニット３００
に対向するランプユニット３００とその隣のランプユニット３００が消灯される。しかし
ながら、対向するランプユニット３００の隣のランプユニット３００は、消灯されず、減
灯されても良い。
【０１０６】
　さらに、上記実施の形態では、ランプ用カバー７が開くと、対応する冷却ファン１８が
停止される。しかしながら、必ずしも、冷却ファン１８が停止されなくても良い。
【０１０７】
　さらに、上記実施の形態では、各ランプユニット３００から出射された光をミラー部材
２２０(平面ミラー２２２)により反射することにより合成するようにしているが、光合成
部として、ミラーでなく、プリズムが用いられても良い。
【０１０８】
　さらに、上記実施の形態では、ランプ光源を用いたランプユニット３００により光源装
置１０が構成されているが、ＬＥＤ光源やレーザ光源を用いた光源ユニットにより光源装
置１０が構成されても良い、
　さらに、上記実施の形態のプロジェクタは、４灯式のプロジェクタであるが、４灯以外
の多灯式のプロジェクタであっても良い。
【０１０９】
　この他、本発明の実施の形態は、特許請求の範囲に示された技術的思想の範囲内におい
て、適宜、種々の変更が可能である。
【符号の説明】
【０１１０】
　　　　　１　本体キャビネット
　　　　３ａ　ランプ用開口（開口部）
　　　　　７　ランプ用カバー（カバー）
　　　　１０　光源装置
　　　　１１　光学系
　　　　１８　冷却ファン
　　　１０２、１０３、１０４　液晶パネル（光変調部）
　　　３００　ランプユニット（光源部、第１光源部、第２光源部、第３光源部、第４光
源部）
　　　５０１　制御部（光源制御部、ファン制御部）
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【図１１】 【図１２】
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